

























































A Study of Handball as Teaching-materials:
























































































































































































































































































































































































前← →前 横← →横
前← →横 前← →背面
横← →背面 など
・ボールを２個で同時に投げ、ぶつからない工夫を
させる。低いパス、バウンドパス、ふんわりパス
など。
４．まとめ
ハンドボールの教材価値として以下のことがあげら
れる。
①「場」や「用具」の工夫がしやすい
②ルール変更による簡易化がしやすい
③易しい段階から難しい段階への発展性がある授業
作りがしやすい
④「走・跳・投」の運動要素があり、小学生の身体
発達を促すのに適している
実践報告を分析した結果、低学年では技術の難易度
を緩和するための工夫が多くみられ、高学年では戦術
を学ばせるための工夫が多くみられた。正規のハンド
ボールのルールで行われているものはほとんどなく、
簡易化するという工夫がされていたことから、特に初
心者や発達段階の低い小学生にとっては歩数制限やド
リブルなどが難しいと考えられる。また、ジャンプ
シュートはほとんど見られなかった。ジャンプシュー
トは複合的要素を連続的に一度に行わなければならな
いため難しいと考えられ、小学生ではやらなくても良
いものとして認識されていた。
ハンドボールが授業で取り扱いにくい原因として低
学年から高学年に共通して言えるのは、ハンドボール
について知らない、イメージができないということで
あった。技術的要素や戦術的要素、ハンドボールのこ
とについて知らないということも含め、発達段階の低
い小学生にとってハンドボールは難しく、競技と同じ
形式で授業を行うことは難しいと考えられる。
現状では、ハンドボールの技術・戦術について教師
の間でもあまりよく知られていない。そのため、指導
方法もよく理解されていないため、授業で行われるこ
とは少ないが、過去の実践報告でも数多くあったよう
に、技術やルールを簡易化してそれらの要素を緩和す
ることで小学生の授業の中でも十分に扱うことができ、
ハンドボールのことを知らない教師でも効果的に運動
技能や戦術を学ばせることができるといえるだろう。
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